
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る

「
気
分
」
　
の
意
味
に
つ
い
て

－

こ

ち

－
　
「
心
地
」
と
の
意
味
関
係
を
中
心
に

一
、
は
じ
め
に

語
の
示
す
意
味
は
各
時
代
に
よ
っ
て
差
異
が
存
す
る
。
更
に
同
時
代
と
い
う

も
の
の
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
そ
の
異
同
を
も
見
せ
る
。
小
論
で
取
り
上

げ
た
「
気
分
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
気
分
の
い
い
（
わ
る

い
）
」
と
い
う
表
現
は
現
代
語
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
、
耳
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
気
分
」
は
日
常
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
の

一
つ
と
し
て
、
「
人
間
の
生
理
的
惰
錆
の
快
（
不
快
）
」
を
表
わ
す
も
の
が
有
る

と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
「
気
分
」
は
平
安
鎌
倉
時
代
に
遡
っ
て

は
果
し
て
現
代
語
の
如
く
使
用
さ
れ
る
の
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
如
何
な
る
語

に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
の
か
、
以
下
そ
れ
を
巡
っ
て
検
討
を
施
し
て
み
た
い
。

二
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
の
使
用
状
況

意
味
を
検
討
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る

「
気
分
」
の
使
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
尚
、

今
回
管
見
に
及
ん
だ
奈
良
時
代
の
文
献
か
ら
は
「
気
分
」
の
用
例
が
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
時
代
の
上
腿
が
平
安
時
代
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
平
安
鎌
倉

時
代
の
「
気
分
」
の
使
用
状
況
を
究
明
す
る
の
に
は
、
両
時
代
の
文
献
を
そ
の
表

莞
　
　
竹
　
　
民

現
内
容
、
形
式
に
よ
っ
て
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
分
ち
、
和
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
文
献
を
次
の
よ
う
な
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
、
仮
名
文
　
1
物
語
、
日
記
、
随
筆
　
2
和
歌

二
、
和
化
漢
文
　
3
公
卿
日
記
　
4
古
文
書
、
古
往
来
　
5
伝
記
、
往
生
伝
の

顆
　
6
法
令
、
史
書
　
7
漢
詩
文

三
、
和
漢
混
清
文
　
8
説
話
集
　
9
軍
記
物
　
1
0
紀
行
文
の
顆

と
な
る
。
右
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
基
づ
い
て
、
「
気
分
」
を
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
平
安
鎌
倉
時
代
で
は
、
「
気
分
」
は
仮
名
文
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
和
化
漢

文
と
和
漢
混
清
文
に
の
み
存
す
る
と
い
う
使
用
上
の
文
事
ジ
ャ
ン
ル
の
差
異
を

有
す
る
こ
と
が
明
ら
に
な
る
。
各
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
「
気
分
」
の
使
用
状
況
は

次
の
表
一
の
示
す
が
如
し
。

12

芸】

数

文　　 献

考
察
対
象

和　 化　 漢　 文

Aコr

セ ′ト　　 右 己

1 春 己

2 中　　 右 己

2 兵　　 範　　 記 ヌ1

分

4 勘　　 仲　　 記

2 吉　　 夢　　 鏡

1 鎌倉遺文（ト5）翻

2 大日本国法華経験記

2 拾 退 往 生 伝

18 計

6

和 漢 混 清 文

今 昔 物 語 集

2 恩　　 管　　 抄

1 沙　　 石　　 集

1 源 平 盛 衰 記

10】　　 計



仮
名
文
か
ら
「
気
分
」
の
用
例
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
「
気
分
」
が
漢

語
で
あ
る
と
い
う
性
格
に
起
因
す
る
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
「
気
分
」
が

漢
語
で
あ
る
こ
と
は
古
辞
書
に
載
っ
て
い
る
「
気
分
」
の
字
音
よ
み
か
ら
も
、

中
国
文
献
に
「
気
分
」
と
い
う
漢
語
が
存
す
る
こ
と
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。
尚
、

古
辞
書
と
い
え
ば
、
r
文
明
本
節
用
至
よ
り
前
の
時
代
の
古
辞
書
に
は
「
気

分
」
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
古
辞
書
に
登
載
さ
れ
て
い
る
「
気
分
」

を
挙
げ
て
み
れ
ば
、

文
明
本
節
用
集
　
　
　
　
苦
言
字
考
節
用
集

キ

レ

t

ケ

　

　

プ

ン

　

　

　

　

　

　

キ

プ

ン

気
色
　
1
分
　
（
鋤
⑦
）
　
気
分
（
肢
把
、
気
形
第
2
9
冊
③
）

イ
キ
イ
‖

邦
訳
日
葡
辞
書

Q
i
b
u
n
サ
↓
三
如
ゆ
）
　
占
盲
〓
G
O
q
i
b
u
n
n
g
t
O
g
O
Z
P
r
u
Z
O
　
（
笥
即
吟
司
け
り

叫
か
句
）
か
聖
芸
首
㌣
恐
蒜
こ
㌫
七
戸
坪
聖
賢
苺
亘
貸
‡
二
霞
）

と
あ
る
。
中
国
文
献
と
し
て
は
、

子
夏
問
孔
子
日
商
関
易
云
生
人
及
荷
物
鳥
猷
昆
虫
各
有
奇
偶
気
分
不
同
易
主
天

地
以
生
萬
物
言
受
気
各
有
分
数
不
賓
同
　
（
四
部
叢
刊
子
部
r
孔
子
家
語
】
執
轡
3
5
巻
上
ハ
）

と
挙
げ
ら
れ
る
。
仮
名
文
は
和
語
を
中
心
と
し
、
漢
語
の
使
用
が
最
少
隈
に
限

定
さ
れ
る
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
特
色
が
存
す
る
た
め
、
「
気
分
」
の
よ
う

な
漢
語
が
そ
れ
に
侵
入
し
か
ね
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
r
今
昔
物

語
竺
の
「
気
分
」
の
各
巻
の
分
布
状
況
か
ら
も
反
映
さ
れ
て
く
る
。
r
今
昔

物
語
集
」
に
於
け
る
「
気
分
」
の
各
巻
の
分
布
状
況
は
次
の
牽
一
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

先
学
の
研
究
に
依
れ
ば
、
r
今
昔
物
語
集
」
は
巻
一
か
ら
巻
二
十
ま
で
漢
文

訓
読
調
で
、
漢
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
降
の
巻
は
和
文
調

で
、
漢
語
の
使
用
量
の
減
少
が
見
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
表
二
の
示
す
が
如

く
、
「
気
分
」
が
漢
文
訓
読
調
と
い
わ
れ
る
巻
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白

と
な
る
。
こ
の
事
象
は
漢
語
た
る
「
気
分
」
が
仮
名
文
に
現
れ
放
き
こ
と
の
一
証

左
と
も
成
り
得
よ
う
。
仮
名
文
と
は
反
対
に
、
和
化
漢
文
は
和
化
と
い
え
ど
も
、

漢
文
を
基
調
と
し
、
漢
語
が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
因
っ
て
、
和
化
湊
文
に
は

漢
語
「
気
分
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
然
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
亦
、
漢
文
訓

読
語
、
和
文
語
、
記
録
語
及
び
中
世
の
俗
語
と
い
う
類
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

和
漢
混
清
文
に
「
気
分
」
が
現
れ
る
の
も
そ
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴
に
合
致

す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
表
一
の
示
す
通
り
、
今
回
管
見
に
入
っ
た
文
献
か
ら
得
ら
れ
た
「
気
分
」

の
用
例
は
決
し
て
多
畳
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん

資
料
の
制
約
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
一
方
は
平
安
鎌
倉
時

代
に
於
け
る
「
気
分
」
が
現
代
語
の
よ
う
に
日
常
用
語
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ

て
い
な
い
点
も
認
め
ら
れ
る
で
は
な
い
か
。

右
の
考
察
を
通
し
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
は
漢
語
と
い
う

素
姓
の
た
め
、
使
用
上
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
異
同
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
亦
、
検
出
し
得
た
用
例
数
を
見
れ
ば
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る

「
気
分
」
は
決
し
て
日
常
多
数
使
用
の
常
用
漢
語
と
は
い
え
な
い
で
は
な
い
か
。

以
下
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味
を
検
討
し
て
い
く
。
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三
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味

前
項
で
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
が
各
文
責
ジ
ャ
ン
ル
で
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
こ
の

項
で
は
、
両
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味
を
検
討
し
て
み
る
。
ま
ず
、
和

化
漢
文
か
ら
検
出
し
得
た
「
気
分
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
尚
、

意
味
分
析
に
際
し
て
、
「
気
分
」
と
共
起
す
る
主
体
、
述
語
、
連
体
修
飾
語
と

い
う
構
文
要
素
を
中
心
に
、
場
面
、
文
脈
を
も
考
慮
す
る
と
い
う
方
法
を
取
る
。

「
気
分
」
と
共
起
す
る
構
文
要
素
に
注
目
す
る
の
は
そ
の
主
体
、
述
語
、
連
体

修
飾
語
の
如
何
に
よ
っ
て
「
気
分
」
の
表
わ
す
意
味
内
容
に
関
与
し
て
く
る
た

め
で
あ
る
。
尚
、
此
で
い
う
連
体
修
飾
語
と
は
「
如
何
な
る
か
」
或
い
は
「
誰

か
の
」
と
い
う
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
以
下
、
右
の
方
法
を
以
っ
て
、
「
気

分
」
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。

1
巳
剋
許
大
殿
従
法
性
寺
被
堕
一
條
箪
石
々
、
大
殿
御
心
地
案
内
悶
大
納
言
、

報
書
云
、
束
時
許
参
入
大
殿
、
猶
有
邪
気
矧
剰
之
由
侍
承
侍
、
臨
時
鳥
重

朝
臣
従
大
殿
釆
云
、
御
心
地
不
快
、
既
有
苦
給
、
（
小
右
記
五
2
5
⑬
）

場
面
と
し
て
は
大
殿
の
病
気
の
尋
問
と
な
る
。
文
中
の
「
有
邪
気
気
分
」
は
大

殿
の
御
病
気
が
物
気
の
様
子
が
有
る
と
解
さ
れ
る
。
「
気
分
」
は
大
納
言
が
大

殿
参
入
の
時
に
視
覚
で
捕
え
ら
れ
た
大
殿
の
邪
気
の
様
子
を
示
す
意
味
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
「
気
分
」
と
共
起
す
る
物
事
の
存
在
を
表
わ
す
「
有
」
と
い
う

述
語
か
ら
伺
え
る
。
「
気
分
」
の
連
体
修
飾
語
が
「
邪
気
」
で
、
主
体
が
「
大

殿
」
と
な
っ
て
い
る
。

2
今
日
言
囲
宮
御
八
講
始
云
々
、
面
痴
至
今
聯
許
有
剣
到
、
不
見
苦
、
昨
日

彼
是
所
中
也
、
亦
以
鏡
見
之
、
如
人
々
所
申
、
両
種
薬
種
有
験
、
可
謂
神
異
、

（
小
右
記
六
2
1
3
⑦
）

2
は
二
品
宮
の
顔
の
病
の
こ
と
を
い
う
場
面
で
あ
る
。
文
中
の
「
御
許
有
気
分
」

は
そ
の
面
痴
即
ち
顔
の
病
が
今
日
に
至
っ
て
も
柳
か
目
に
見
え
る
様
子
が
残
っ

て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
例
2
も
例
1
と
同
様
、
「
気
分
」
が
視
覚
で
把
捉
で
き

る
人
間
の
生
理
的
な
不
快
を
伴
う
様
子
を
示
す
と
い
う
意
味
と
み
ら
れ
る
。
そ

れ
は
「
気
分
」
と
共
起
す
る
物
事
の
存
在
を
表
わ
す
「
有
」
と
い
う
述
語
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
示
唆
ざ
れ
る
。
「
気
分
」
の
連
体
修
飾
語
が
「
面
痴
」

主
体
が
「
一
品
宮
」
と
な
っ
て
い
る
。

右
の
二
例
の
「
気
分
」
は
人
間
の
生
理
上
の
非
健
康
的
な
梯
子
、
有
様
と
い

う
意
味
を
示
し
、
両
方
と
も
人
間
の
視
覚
で
捕
え
得
る
具
象
的
意
味
特
徴
を
持

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
例
を
み
よ
う
。

3
聖
人
勧
客
檜
早
速
過
去
。
客
恰
欺
言
。
頃
日
迷
山
不
知
方
隅
。
身
心
病
極

既
忘
行
歩
。
況
日
影
斜
欲
入
夜
買
。
云
何
聖
人
強
被
勤
ま
。
聖
人
語
。
我

非
有
厭
心
。
此
処
遠
離
人
間
矧
到
。
違
多
年
序
。
是
政
勧
去
。
（
大
日
本

国
法
華
経
験
記
巻
上
1
1
5
1
9
上
⑦
）

文
中
の
「
気
分
」
は
聖
人
の
住
ん
で
い
る
所
が
人
間
の
俗
臭
を
含
め
て
の
様
子

（
を
離
脱
す
る
）
と
い
う
意
味
を
示
す
と
み
ら
れ
る
。
例
1
2
と
同
じ
具
象
的

な
意
味
特
徴
を
有
す
る
。
但
し
、
「
気
分
」
と
共
起
す
る
連
体
修
飾
語
は
「
人

間
」
そ
の
も
の
で
、
1
2
の
例
の
よ
う
に
人
間
の
生
理
上
の
非
健
康
的
な
も
の

と
異
な
っ
て
い
る
。

4
聖
人
親
近
住
傍
。
詞
法
華
経
。
以
衣
頭
上
。
抱
病
人
臥
。
依
経
威
力
聖
人

剣
到
。
病
悩
除
愈
。
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
巻
中
…
競
上
⑥
）

聖
人
は
病
人
を
助
け
る
場
面
で
あ
る
。
文
中
の
「
気
分
」
は
聖
人
の
持
っ
て
い

る
目
に
見
え
な
く
、
人
に
感
じ
さ
せ
得
る
よ
う
な
気
を
表
わ
す
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
い
う
気
と
法
華
経
の
威
力
に
依
っ
て
「
病
悩
除
愈
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

4
の
「
気
分
」
は
1
2
3
の
例
と
異
な
っ
て
、
視
覚
で
把
握
で
き
な
い
聖
人
の
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根
源
な
る
気
を
示
し
、
抽
象
的
な
意
味
特
徴
を
持
つ
の
で
あ
る
。

5
従
遍
身
蒸
可
愛
之
芸
、
誹
甜
離
難
語
酢
離
観
噌
香
華

（
鎌
倉
退
文
三
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
別
記
猫
上
⑧
）

場
面
は
上
人
の
「
明
神
降
身
」
を
い
う
の
で
あ
る
。
文
中
の
「
気
分
」
は
そ
れ

と
共
起
す
る
述
語
「
滋
深
」
と
香
り
を
示
す
連
体
修
飾
語
「
芳
複
」
と
を
合
せ

て
考
え
れ
ば
、
「
明
神
降
身
」
に
よ
っ
て
、
上
人
の
身
体
か
ら
発
散
し
て
く
る

香
気
を
示
す
と
み
ら
れ
る
。
5
の
「
気
分
」
は
右
の
四
例
と
違
っ
て
、
嗅
覚
で

把
握
す
る
上
人
の
気
味
を
示
す
。

右
の
考
察
を
通
じ
て
、
「
気
分
」
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
記
述
で
き
よ
う
。

一
、
人
間
の
生
理
上
の
非
健
康
的
な
様
子
、
有
様

二
、
俗
臭
を
も
含
め
て
の
人
間
の
様
子

三
、
宗
教
的
な
人
間
の
気
味

四
、
宗
教
的
な
人
間
の
根
源
な
る
気

と
四
つ
に
大
別
で
き
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
他
の
和
化
漢
文
の
文
献
に
於
け

る
「
気
分
」
を
同
じ
方
法
で
検
討
し
て
、
そ
の
意
味
を
分
類
す
れ
ば
、
次
の
表

三
の
通
り
に
な
る
。

（四 （三 （三 卜
意示 示

な

る的 的
子 て臭
示 票 昧

気 な な

人

芸 を様的孟

間
の
問
の
間も なの 文 努・

f ヌ1 の含 械非
ま、

献　 象

2 小 右 記

ノbヌ1

分

l

1 春　　 記

2 中 右 記

2 兵 範 記

4 勘 仲 記

2 吾 妻 鏡

1
鎌倉 遺文

（ト5）所収

1 1
大日本国法

華経験 記

2 拙豊往生伝

1 1 1 1 5 計

表
三
の
示
す
よ
う
に
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
気
分
」
は

一
の
人
間
の
生
理
上
の
非
健
康
的
な
様
子
、
有
様
を
示
す
意
味
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
の
意
味
は
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
の
「
気
分
」
の

中
心
的
意
味
と
な
る
と
も
い
え
よ
う
。
一
の
意
味
を
表
わ
す
「
気
分
」
は
視
覚

で
把
握
で
き
る
具
象
的
意
味
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
気
分
」
と
共
起

す
る
述
語
の
性
質
か
ら
も
反
映
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
十
五
例
の
述
語
は
物
事
の

存
在
を
示
す
意
味
の
「
有
」
或
い
は
敬
語
の
「
御
、
御
座
」
或
い
は
否
定
形
「
無
」

か
ら
な
る
の
が
十
四
例
で
、
物
事
の
状
態
を
示
す
形
容
詞
「
火
急
」
が
一
例
で

あ
る
。
具
象
的
意
味
特
徴
を
持
つ
「
気
分
」
は
そ
う
い
う
よ
う
な
述
語
と
共
起

し
や
す
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
具
象
的
意
味
特
徴
の
「
気
分
」
が
そ
う

い
う
述
語
を
要
求
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
二
の
意
味
も
一
と
同
じ
具
象
的
意
味
特

徴
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
用
例
数
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
平
安
鎌
倉

時
代
の
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
気
分
」
は
具
象
的
意
味
を
中
心
に
、
使
用
さ
れ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
で
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
で
は
、
「
気
分
」
は
現
代
語

の
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
を
示
す
の
で
は
な
く
、
「
人

間
の
生
理
上
の
非
健
康
的
な
様
子
、
有
様
」
な
ど
の
具
象
的
意
味
を
中
心
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
に

於
い
て
は
、
「
気
分
」
が
現
代
語
の
よ
う
に
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う

内
面
的
意
味
を
表
わ
さ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
そ
の
意
味
分
野
の
空

白
は
如
何
な
る
語
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
て
い
る
の
か
、
次
項
で
、
そ
れ
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
。

こ
ヽ

四
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味

前
項
に
お
い
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味
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に
関
し
て
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
気
分
」
は
現
代
語
の
如
く
「
人
間
の
生

理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
「
気
分
」
の
不
在
に
よ
っ
て
発
生
し
て
く
る
そ
の
意
味
分
野

の
空
白
が
ど
ん
な
語
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
て
い
る
の
か
、
以
下
、
そ
れ
を
解
明

す
る
た
め
に
、
「
心
地
」
の
意
味
を
検
討
す
る
。
尚
、
「
心
地
」
を
「
こ
こ
ち
」

と
訓
卓
」
と
に
す
る
。
つ
ま
。
「
心
地
」
は
和
語
の
「
こ
こ
ち
」
の
漢
字
表
記

一

こ

ち

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
「
心
地
」
は
和
化
漢
文
に
混
入
す
る
和
語
の
一
つ
で

あ
る
と
み
ら
れ
る
。
「
心
地
」
の
意
味
分
析
の
方
法
は
「
気
分
」
と
同
様
で
あ

る
。
「
心
地
」
の
用
例
は
各
文
献
に
よ
く
現
れ
て
い
る
た
め
、
此
で
は
、
r
御

堂
関
白
記
」
の
用
例
を
中
心
に
、
「
心
地
」
の
意
味
を
検
討
す
る
。
尚
、
r
御

堂
関
白
記
」
の
資
料
性
に
つ
い
て
は
先
学
の
研
（
亀
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る

た
め
、
付
言
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
次
の
「
心
地
」
の
例
を
み
て
み
よ
う
。

1
十
八
日
、
丙
辰
、
躇
弓
、
依
咳
病
不
参
、
三
度
云
々
、
一
度
右
勝
、
二
二
二

度
左
勝
云
々
、
不
参
右
大
将
、
（
略
）
二
十
日
、
戊
午
、
参
大
内
、
差
私
塾

座
、
有
召
参
上
、
召
硯
等
、
有
叙
位
事
、
随
仰
吾
了
、
入
笛
奏
聞
、
退
下

奏
宣
命
草
、
（
略
）
未
事
了
前
退
出
、
依
不
心
咄
宜
也
、
子
時
、
（
巻
上
2
0
7
⑦
）

文
中
の
「
不
心
地
宜
」
は
十
八
日
の
「
咳
病
」
が
二
十
日
に
な
っ
て
も
ま
だ
癒

え
て
い
な
い
こ
と
に
依
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
多
忙
の
政
務
に
追
わ
れ
て
、

道
長
は
生
理
的
情
緒
が
宜
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
。
現
代
語
で
い
え
ば
「
気
分

が
よ
く
な
い
」
と
い
う
意
味
を
示
す
。
「
心
地
」
は
道
長
の
生
理
的
情
緒
を
表

わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
心
地
」
と
共
起
す
る
物
の
属
性
を
表
わ
す
形

容
詞
の
述
語
「
宜
」
の
意
味
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
。

2
（
二
日
）
抽
筆
討
悩
拾
、
渡
給
、
其
後
波
法
輿
院
、
上
達
部
十
四
人
被
来
、

入
夜
参
内
、
是
無
便
事
也
、
然
而
馬
遠
方
忌
、
依
日
釆
俣
也
、
三
日
、
乙

（
】
市
子
）
　
　
－

巳
、
天
気
猶
陰
、
（
璃
肝
従
一
條
通
消
息
、
老
老
御
心
地
従
昨
日
垂
者
、
従

重
雨
下
、
（
略
）
午
時
参
道
、
老
老
御
心
地
尚
書
重
、
（
巻
下
6
7
⑤
）

文
中
の
「
心
地
」
は
（
二
日
）
の
「
重
悩
」
と
「
心
地
」
と
共
起
す
る
述
語
、

「
重
」
と
を
合
せ
て
考
え
る
と
、
道
長
の
義
母
で
あ
る
種
子
の
病
気
（
或
い
は

病
状
）
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
種
子
の
御
病
気
が
「
昨
日
」
、
「
責
」
よ

り
重
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3
奏
了
退
出
、
次
立
文
豪
於
庭
中
、
須
召
文
人
後
早
立
、
而
舞
問
不
立
之
、

（
彫
丁
・
増
子
・
成
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拍
子
－
無
警
手
‥
落
手

此
間
東
泉
渡
殿
三
后
右
脚
対
面
、
見
者
感
悦
多
端
、
姫
宮
同
御
、
母
々
、

（
て
、
）

象
霹
同
参
候
、
我
心
咄
不
党
有
生
者
也
、
難
彗
品
相
、
未
曽
有
事
也
・

（
巻
下
腰
⑤
）

場
面
は
寛
仁
二
年
十
月
廿
二
日
に
三
后
と
な
っ
た
道
長
の
三
人
娘
の
対
面
を
い

ぅ
の
で
あ
る
。
「
心
地
」
は
1
2
の
例
と
異
な
っ
て
、
「
咳
病
」
　
「
重
悩
」
と

い
う
人
間
の
非
健
康
的
な
素
材
が
な
い
文
脈
に
現
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
道
長
が

一
成
功
者
と
し
て
の
心
境
を
告
白
す
る
文
脈
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
難
志

言
語
末
曽
有
事
也
」
と
い
う
後
接
文
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
。
「
心
地
」
は
道
長

が
「
難
率
言
語
末
曽
有
事
」
と
い
う
三
人
娘
の
三
后
と
な
っ
た
一
族
の
栄
華
に

「
有
生
」
と
覚
え
な
い
ほ
ど
の
心
の
状
態
を
示
す
。
道
長
の
成
功
者
と
し
て
の

気
持
は
同
じ
寛
仁
二
年
十
月
十
六
日
つ
ま
り
3
の
例
よ
り
六
日
の
前
に
、
娘
成

子
立
后
本
宮
儀
に
於
い
て
道
長
の
詠
じ
た
和
歌
か
ら
も
察
知
さ
れ
て
く
る
。

此
世
を
は
我
性
と
そ
思
望
月
の
鷹
た
る
事
も
無
と
忠
へ
は
、
（
小
右
記
五
5
5
⑨
）

人
間
の
心
の
状
態
を
示
す
「
心
地
」
は
「
党
」
と
い
う
人
間
の
心
の
働
き
を
示

す
述
語
を
要
求
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
考
察
で
、
「
心
地
」
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
人
間
の
病
気
（
或
い
は
病
状
）

二
、
人
間
の
生
理
的
情
緒

三
、
人
間
の
心
の
状
態
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と
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
一
の
意
味
を
示
す
「
心
地
」
　
と
共
起
す
る
述
語
は

「
重
」
　
「
悩
」
を
中
心
に
用
い
ら
れ
る
。
一
方
、
二
の
意
味
を
示
す
「
心
地
」

と
共
起
す
る
述
語
も
類
型
的
な
様
相
を
見
せ
る
。
つ
ま
り
「
宜
」
或
い
は
そ
の

否
定
形
「
不
宜
」
が
多
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
意
味
の
差
異
は
そ
の
共

起
す
る
述
語
の
如
何
に
関
与
す
る
。
更
に
「
有
、
無
」
と
共
起
し
て
多
用
さ
れ

る
「
気
分
」
と
も
顕
著
な
違
い
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
違
い
は
、
「
心
地
」
の

内
面
的
な
状
態
性
を
示
す
と
い
う
意
味
特
徴
と
、
「
気
分
」
の
具
象
的
な
様
態

性
を
示
す
と
い
う
意
味
特
徴
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

右
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
他
の
和
化
漢
文
の
「
心
地
」
－
を
同
じ
方
法
で
検
討
し

て
、
そ
の
意
味
を
分
類
す
れ
ば
、
表
四
の
如
く
な
る
。

四

心　　　　 地 考察対象

血
計

人
間
の
心

人
間
の
生

人
間
の
病 一U、

の
状
態

理
的
情

更

戎
文

＝
繕
い
は 昧

病
埜 献

46 18 28 小　　　 右　　　 記

5 2 3 権　　　　　　　　　 記

16 1 9 6 御　 堂　 関　 白　 記

14 5 9 左　　　　 縫　　　　 記

5 3 2 春　　　　　　　　 記

66 22 44 水　　　 左　　　 記

11 2 9 中　　　 右　　　 記

2 1 1 帥　　　　　　　　　 記

1 1 後　 二　 條　 師　 通　 記

1 1 永　　　 昌　　　 記

35 9 26 玉　　　　　　　　 葉

3 1 2 台　　　　　　　　 記

6 1 5 長　　　 秋　　　 記

7 7 兵　　　 転　　　 記

4 1 3 山　　　　 塊　　　　 記

37 9 28 明　　　　 月　　　　 記

2 1 1 勘　　　 仲　　　 記

2 1 1 平　 安　 迫　 文　 所 収

3 3 鎌倉遺文 （1－5 ）所収

ユ 1 大 日本国法華経験記

1 1 後　 拾　 遺　 往　 生　 伝

1 1 園　 城　 寺　 伝　 記

1 1 天　 台　 座　 主　 記

270 6 85 179 合　　　 計

衷
四
の
示
す
よ
う
に
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
で
は
、
「
心
地
」
が
「
人

間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
で
は
、
「
気
分
」
の
「
人
間
の
生
理
的
情

緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
を
表
わ
さ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
そ
の
意

味
分
野
の
空
白
が
「
心
地
」
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
両
者
は
相

補
っ
て
共
存
す
る
。
そ
れ
は
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
で
は
「
気
分
」
の
、

「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
が
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
こ
と

を
物
語
る
こ
と
に
も
な
る
。
次
に
「
気
分
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
和
漢
混

清
文
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

五
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味

衷
一
の
示
す
通
り
、
今
回
調
査
し
た
か
ぎ
り
の
和
漢
混
清
文
か
ら
「
気
分
」

を
八
例
の
み
検
出
し
得
た
の
で
あ
る
。
和
化
漢
文
よ
り
用
例
数
は
一
層
少
な
い
。

以
下
、
そ
の
「
気
分
」
の
意
味
を
、
r
今
昔
物
語
集
」
の
用
例
を
中
心
に
検
討

し
て
み
た
い
。

1
聖
人
ノ
号
、
「
我
レ
、
汝
ヲ
誓
－
元
ズ
。
此
ノ
所
ハ
、
人
間
ノ
気
分
ヲ

．
1
ン
プ
ン

ハ
聖
、
聖
年
ヲ
経
タ
リ
。

へ

こ
の
例
は
右
に
挙
げ
た
r
大
日
本
国
法
華
経
験
記
j
3
の
例
を
典
拠
と
す
る
も



の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
因
っ
て
、
「
気
分
」
は
そ
れ
と
同
じ
俗
臭
を
も
含
め

て
の
人
間
の
様
子
を
表
わ
す
。

カ

r

り

ナ

　

　

　

ヵ

シ

ご

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

プ

ン

ナ

り

2
帝
王
、
后
ト
元
限
ク
思
ヒ
軍
丁
棲
ム
程
二
、
此
ノ
后
、
本
ノ
気
分
有
テ
、

パ
カ
り

サ
許
オ
カ
シ
聖
、
註
ク
揮
青
票
タ
ル
時
ト

場
面
は
帝
王
が
敢
女
を
后
と
し
て
迎
え
た
後
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
「
本

ノ
気
分
有
ナ
」
は
后
の
龍
女
と
し
て
の
本
来
の
姿
、
梯
子
が
有
る
こ
と
を
示
す

と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
前
生
の
梯
子
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
気
分
」
は
具
象
的
な
意
味
を
表
わ
す
た
め
、
物
事
の
存
在
を
示
す
述
語
「
右
」

と
共
起
し
や
す
い
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
考
察
で
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味
を
記
述
す
れ

ば
、一
、
人
間
の
俗
臭
、
前
生
を
も
含
め
て
の
様
子
、
有
様

と
な
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
残
り
の
和
漢
混
清
文
の
「
気
分
」
の
意
味
を
分
析

す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。

3
今
ハ
我
国
ハ
神
代
ノ
気
分
ア
ル
マ
ジ
、
ヒ
ト
へ
二
人
ノ
心
タ
ヾ
ア
シ
ェ
テ

オ
ト
ロ
へ
ン
ズ
ラ
ン
ト
オ
ポ
シ
メ
シ
テ
、
（
恩
管
抄
捕
⑬
）

「
気
分
」
と
共
起
す
る
述
語
「
ア
ル
」
と
連
体
修
飾
語
「
神
代
」
と
を
合
せ
て

考
え
る
と
、
「
気
分
」
は
「
神
代
」
の
様
子
、
有
様
を
表
わ
す
。
1
2
の
例
と

違
っ
て
物
事
の
様
子
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
但
し
三
例
と
も
具
象

的
な
意
味
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
意

味
を
綜
合
す
れ
ば
、

△
物
事
や
人
間
の
俗
臭
、
前
生
を
も
含
め
て
の
様
子
、
有
様

と
一
つ
に
記
述
で
き
る
。
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
気
分
」
は
具
象
的
な
意
味

を
示
す
。
そ
れ
は
「
気
分
」
と
共
起
す
る
述
語
が
物
事
の
存
在
を
表
わ
す
　
「
宥
」

或
い
は
否
定
形
「
無
」
の
多
用
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。
尚
、
和
化
漢
文
の
「
気
分
」

と
比
較
す
れ
ば
、
両
者
と
も
具
象
的
な
意
味
特
徴
を
持
つ
も
の
の
、
和
化
漢
文

に
於
い
て
は
、
「
人
間
の
生
理
上
の
非
健
康
的
様
子
、
有
様
」
と
い
う
意
味
が

「
気
分
」
の
示
す
中
心
的
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
一
方
、
和
漢
混
清
文
に

於
い
て
は
、
物
部
、
人
間
そ
の
も
の
の
枝
態
と
い
う
〓
思
味
を
表
わ
す
の
に
「
気

分
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
両
者
の
意
味
上
の
差
異

が
認
め
ら
れ
る
。
「
人
間
の
生
理
上
の
非
健
康
的
様
子
、
有
様
」
を
示
す
「
気

分
」
が
畢
二
の
示
す
よ
う
に
、
公
卿
日
記
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
は
公
卿
日

記
の
日
常
生
活
、
政
治
活
動
等
を
克
明
に
記
録
し
て
い
る
と
い
う
写
実
的
な
性

質
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
生
理
上
の
健
康
か
非
健
康
か
は

公
卿
と
し
て
の
記
録
者
或
い
は
被
記
録
者
に
と
っ
て
重
大
な
事
で
直
接
に
政
治

活
動
に
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
生
理
上
の
非
健
康
的
な
様
子
が
注
目

さ
れ
、
そ
の
時
の
対
応
振
り
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
考
察
に
よ
っ
て
、
和
漢
混
清
文
の
「
気
分
」
も
和
化
漢
文
の
そ
れ
と
同

じ
現
代
語
の
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
で
は
、
和
漢
混
清
文
で
は
、
「
人
間
の
生

理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
を
示
さ
な
い
「
気
分
」
に
よ
っ
て
生
じ
て
く

る
そ
の
意
味
分
野
の
空
白
が
如
何
な
る
語
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
て
い
る
の
か
、

以
下
そ
れ
を
巡
っ
て
考
え
て
み
た
い
。こ

ち

六
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味

和
漢
混
清
文
で
も
「
気
分
」
は
具
象
的
な
意
味
を
示
す
の
み
で
、
「
人
間
の

生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
を
示
さ
な
い
こ
と
が
前
項
の
考
察
で
わ
か

っ
た
。
次
に
そ
の
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
を
表
わ
す
語
を
探
る
た
め
に
、
「
心

地
」
の
意
味
を
検
討
す
る
。
r
今
昔
物
語
塁
の
「
心
地
」
を
中
心
に
、
意
味

を
分
析
し
て
ゆ
く
。
意
味
分
析
の
方
法
は
右
と
同
様
で
あ
る
。
次
の
例
を
み
よ

18



ー
フ
0

1
女
ノ
号
、
「
聖
和
酢
サ
ル
心
地
。
嘉
、
ル
措
ヲ
歩
ヨ
リ
歩
テ
足
モ
皆

イ

ハ

ホ

　

ヵ

ナ

　

　

　

T

ユ

ー

腫
苓
亦
、
還
ラ
ム
道
モ
和
訃
件
等
　
（
巻
五
3
5
1
⑥
）

文
中
の
「
心
地
」
は
女
の
歩
き
慣
れ
な
い
と
い
う
心
の
状
態
を
示
す
意
味
と
し

て
吊
い
ら
れ
る
。

す

ウ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

ハ

　

フ

ン

　

　

　

T

ソ

　

ナ

り

2
曹
司
。
響
、
揖
妙
聖
賢
号
弱
ラ
臥
ヌ
、
身
暑
ク
成
タ
リ
。
（
巻
十
四

歳
⑪
）

「
心
地
」
と
共
起
す
る
述
語
「
悪
シ
」
と
後
接
文
「
弱
ラ
臥
ヌ
」
と
を
合
せ
て

考
え
る
と
、
「
心
地
」
は
（
左
大
将
）
の
生
理
的
情
緒
（
が
わ
る
い
）
を
衷
わ

す
と
み
ら
れ
る
。

3
姫
君
計
ク
粗
テ
、
襲
撃
響
揖
袈
聖
聖
ケ
レ
バ
、
祈
り
様
七

。
シ
テ
鑑
聖
レ
ド
そ
、
璧
聖
ケ
レ
パ
、
　
（
型
三
品
面
）

前
接
文
「
病
付
テ
自
乗
煩
テ
」
と
「
心
地
」
と
共
起
す
る
述
部
「
大
事
。
成
。

ヶ
レ
バ
　
」
と
を
共
に
考
え
れ
ば
、
「
心
地
」
は
（
姫
君
の
）
病
気
（
或
い
は
病

状
）
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

右
の
意
味
分
析
で
わ
か
る
よ
う
に
「
心
地
」
と
共
起
す
る
述
語
は
「
気
分
」

の
よ
う
な
物
事
の
存
在
を
示
す
「
有
、
無
」
等
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
両

者
の
意
味
の
差
異
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
心
地
」
の
意
味
を

記
述
す
れ
ば
、

「
人
間
の
病
気
（
或
い
は
病
状
）

二
、
人
間
の
生
理
的
情
緒

三
、
人
間
の
心
の
状
態

と
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
今
回
調
査
し
た
か
ぎ
り
の
他
の
和

漢
混
清
文
の
「
心
地
」
の
意
味
を
分
類
す
れ
ば
、
表
五
の
よ
う
に
な
る
。

表
玉
の
示
す
が
如
く
、
和
漢
混
清
文
に
於
い
て
も
、
和
化
漢
文
と
同
様
、
現
代

五

心　　　　　 地 考察対 象

戎 「

状　 人 的　 人
Jh

い　 人 人1、

慰　 問 惰　 間 は　 問 文
味の 緒　 の 病　 の

心 生 状　 病 献
の 理 　）　　　　　　白ヌ1

61 32 5 今　 昔　 物　 語　 集

12 6 4 古　 本　 説　 話　 集

1 法 華 百 座 間 吾 抄

1 打　　　 開　　　 集

1 三　 宝　 絵　 詞

2 1 閑　　　 居　　　 友

4 1 宝　　　 物　　　 集

49 3 2 延 貯 木 平 家 物 語

1 1 保　 元　 物　 語

11 十　　　 訓　　　 抄

4 平　　 治　　 物　　 語

9 7 2 発　　　 心　　　 集

28 8 4 沙　　　 石　　　 集

13 明　 恵　 上　 人 夢　 記

2 都　 府　 忘　　 記

7 東　 関　 承己　 行

41 3 9 源　 平　 盛　 襲　 記

2・15 6 2 2 8 合　　　 計

19

語
の
「
気
分
」
の
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
が
「
心
地
」

に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
い
わ
ば
、
そ
の
「
気
分
」

の
不
在
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
意
味
分
野
の

空
白
が
「
心
地
」
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
和
漠
混
清
文
で
は
、
「
気

分
」
は
具
象
的
な
意
味
特
徴
を
宥
す
る
の
に
対
し
て
、
「
心
地
」
は
内
面
的
な

意
味
特
徴
を
持
つ
の
で
あ
る
。
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
気
分
」
と
「
心
地
」

と
は
、
和
化
漢
文
と
同
じ
「
心
地
」
が
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
現
代

語
の
「
気
分
」
の
示
す
意
味
を
補
う
関
係
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

以
上
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味
を
巡
っ
て
考
察
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
現
代
語
の
「
気
分
」
が
示
す
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内

面
的
意
味
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
で
は
、
そ
う
い
う
意
味
の
「
気
分
」
は
一

体
何
時
代
、
如
何
な
る
文
献
に
出
現
し
て
く
る
の
か
、
そ
れ
は
今
後
の
研
究
課



題
の
一
つ
に
し
て
お
き
た
い
。
但
し
、
今
回
管
見
に
入
っ
た
和
漢
混
清
文
に
は
、

次
の
よ
う
な
例
が
見
当
っ
た
。

う

ち

t

の

と

つ

　

　

　

　

t

 

C

ん

　

　

い

▲

ど

t

 

U

　

た

い

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

　

た

1

．

か

つ

　

け

　

　

‘

の

重
息
打
物
取
て
は
鬼
神
と
云
共
更
に
辞
退
申
ま
じ
、
地
餞
脚
気
の
老
な
る
上

t

l

人

　

　

　

て

　

　

　

　

e

l

I

に
、
此
間
馬
に
ふ
ら
れ
て
、
気
分
を
さ
し
手
あ
わ
ら
に
覚
え
侍
り
、
（
有
朋

堂
文
庫
本
　
源
平
盛
衰
記
巻
4
2
m
⑨
）

場
面
は
屋
島
合
戦
で
軍
の
占
形
と
し
て
立
て
た
扇
を
射
る
の
で
あ
る
。
重
忠
は

そ
の
扇
を
射
よ
と
召
さ
れ
た
が
、
「
木
々
脚
気
が
有
っ
て
そ
の
上
こ
の
間
馬
に

ふ
ら
れ
た
」
と
い
う
非
健
康
的
な
体
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
非
健

康
的
な
体
の
状
態
を
示
す
前
接
文
と
「
気
分
」
と
共
起
す
る
述
語
「
覚
」
の
示

す
意
味
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
「
気
分
」
は
重
忠
の
生
理
的
情
緒
を
示
す
と
思

わ
れ
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
以
上
の
考
察
で
わ
か
る
よ
う
に
、
「
気

分
」
が
具
象
的
意
味
を
示
す
の
み
で
あ
る
が
、
r
源
平
盛
衰
記
」
で
は
、
「
気

分
」
が
現
代
語
の
よ
う
に
内
面
的
意
味
を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
尚
、
そ
の
意
味
変
化
は
前
時
代
に
多
用
さ
れ
て
い
る
「
人
間
の
生
理
上

の
非
健
康
的
な
様
子
、
有
様
」
と
い
う
意
味
を
土
台
に
、
発
生
す
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
調
査
し
た
文
献
で
は
、
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」

と
い
う
内
面
的
意
味
を
示
す
と
思
わ
れ
る
「
気
分
」
は
右
に
挙
げ
た
r
源
平
盛

衰
記
j
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
気
分
」
の
具
象
的
意
味
か
ら
内
面

的
意
味
に
変
化
し
た
時
代
、
文
献
が
明
ら
か
に
な
る
と
判
断
さ
れ
る
の
は
甚
だ

不
充
分
で
、
不
安
を
禁
じ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
、
r
源
平
盛
衰
記
」

の
よ
う
な
軍
記
物
語
と
い
う
新
し
い
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
「
気
分
」
の
「
人

間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
が
判
然
と
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。
「
気
分
」
が
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面

的
意
味
を
発
生
さ
せ
た
時
代
、
文
献
、
要
因
等
に
関
し
て
は
、
今
後
一
層
資
料

を
充
足
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
究
明
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

右
の
考
察
で
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
さ
て
そ
の
「
気
分
」
は
何
処
に
求
め
ら
れ
よ
う
か
。
つ
ま
り
そ
の
出
所
は

何
処
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
解
明
す
る
の
に
は
、
中
国
文
献
の
「
気
分
」
の
意

味
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

七
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
気
分
」
の
意
味

今
回
調
査
対
象
と
な
る
中
国
文
献
は
日
本
文
献
の
平
安
鎌
倉
時
代
と
対
照
す

る
た
め
に
、
末
の
時
代
以
前
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
尚
、
中
国

文
献
を
そ
の
表
現
内
容
、
形
式
よ
り
散
文
、
組
文
、
漢
訳
仏
典
と
い
う
三
つ
の

文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
「
気
分
」
は
三
つ
の
文
章
ジ

ャ
ン
ル
か
ら
確
認
さ
れ
た
。
但
し
そ
の
用
例
数
は
六
例
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
調
査
し
た
文
献
の
制
約
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
気
分
」
は
日
本
文
献
と
同
様
、
決
し
て
日
常
的
に

多
用
さ
れ
る
語
で
は
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
次
に
今
回
管
見
に
及
ん
だ
中
国
文

献
の
中
で
は
、
初
出
例
と
思
わ
れ
る
例
を
提
示
し
て
み
よ
う
。

1
子
夏
悶
干
孔
子
日
商
聞
易
云
生
人
及
荷
物
鳥
猷
昆
虫
各
有
奇
偶
気
分
不
同

易
主
天
地
以
生
萬
物
言
安
気
各
有
分
数
不
賛
同
分
扶
反
而
凡
人
英
知
其
惰

惟
達
道
徳
者
能
原
本
焉
（
四
部
叢
刊
子
部
r
孔
子
家
語
」
執
撃
一
十
五
巻
6
8
①
）

r
孔
子
家
語
」
は
孔
子
の
談
話
、
教
訓
及
び
門
人
と
問
対
論
議
の
語
を
集
録
す

る
も
の
で
あ
る
。
例
は
ま
さ
に
弟
子
で
あ
る
子
夏
が
孔
子
と
問
対
し
た
も
の
で

あ
る
。
文
中
の
「
気
分
」
の
意
味
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
続
す
る
注
に
よ
れ
ば
、

「
受
気
各
有
分
数
不
曹
」
つ
ま
り
、
生
人
、
荷
物
の
奇
偶
は
各
々
受
け
た
「
気

の
分
立
」
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
と
解
さ
れ
る
。
「
気
分
」
は
そ
の
受

け
た
「
気
の
分
量
」
を
示
す
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
「
気
の
分
立
」
の
「
気
」
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は
中
国
古
来
の
思
想
的
な
概
念
と
し
て
、
人
間
を
含
め
て
の
萬
物
を
形
成
せ
し

め
る
根
源
で
あ
る
と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
抽
象
的
な
意
味
を
示
す
。
「
気
分
」

は
そ
の
「
気
の
分
包
」
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
気
分
」
と
い
う
語

の
原
義
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
気
」
と
「
分
」
と
の
二
字
が
そ

れ
ぞ
れ
自
身
の
意
味
機
能
を
果
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
次
の
漢
訳
仏
典
の
「
気

分
」
の
例
を
み
よ
う
。

2
七
讃
心
、
心
進
安
然
保
持
不
失
十
方
如
来
剰
到
交
接
名
護
法
心
　
（
大
正

新
修
大
蔵
経
首
拐
厳
義
疏
注
経
巻
八
脚
下
⑮
）

文
中
の
疏
注
に
よ
れ
ば
、
「
寂
照
増
進
不
動
不
追
放
云
安
然
保
任
護
持
令
此
輿
悌

冥
然
通
合
故
云
交
接
」
と
注
し
て
あ
る
。
「
気
分
交
接
」
は
価
の
「
気
分
」
と

冥
然
と
し
て
適
合
す
る
こ
と
を
い
う
と
思
わ
れ
る
。
「
気
分
」
と
共
起
す
る
「
交

接
（
冥
然
適
合
）
」
と
い
う
述
語
の
示
す
意
味
を
も
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
「
気
分
」

は
右
の
例
1
の
「
気
の
分
量
」
よ
り
も
寧
ろ
価
を
成
す
根
源
で
あ
る
気
そ
の
も

の
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
価
を
成
す
気
の
分
量
で
は
な
く
、
価
を
形

成
せ
し
め
る
気
自
体
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
価
の
気
と
冥
然
と
し
て

適
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
1
の
よ
う
に
「
気
」
と
「
分
」
と
が
各
自
の
意
味

機
能
を
果
す
「
気
分
」
と
な
る
が
、
例
2
の
「
気
分
」
は
只
「
気
」
と
い
う
前

部
要
素
の
み
が
意
味
機
能
を
し
て
、
後
部
要
素
の
「
分
」
の
意
味
機
能
が
無
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
両
者
は
目
に
見
え
ず
、
抽
象
的
意
味
特
徴
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

右
の
考
察
で
、
「
気
分
」
の
意
味
を
記
述
す
れ
ば

一
、
人
間
を
含
め
て
の
萬
物
の
根
源
な
る
気
の
分
五

二
、
彿
を
成
す
根
源
な
る
気

と
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
其
づ
い
て
、
残
り
の
四
例
を
検
討
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
右
の
分
類
と
重
な
る
と
判
断
さ
れ
る
。
中
国
文
献
に
於
け

る
「
気
分
」
の
意
味
を
分
類
す
れ
ば
、
表
六
の
よ
う
に
な
る
。

六

－

意　 味る 怖 気 萬 人

気　 を の 物 問
成 分 の　 を

考す 畳 根 含
根 源　 め 察

源 な　 て 文　 献 対
象な る　の

1 孔子家 語

1 柁 康 集

1 院 籍 集 気

分

2
首塀厳 覇

疏 注 桂

1
止覿和行

伸 弘 決

表
六
の
示
す
よ
う
に
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
気
分
」
は
い
ず
れ
も
抽
象
的

な
意
味
を
表
わ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
「
気
分
」
の
「
気
」
は
中

国
古
代
の
思
想
的
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
、
抽
象
的
で
、
日
に
見
え
な
い
意
味

特
徴
を
有
す
る
。
し
か
し
以
上
の
考
察
で
明
白
と
な
っ
た
よ
う
に
、
平
安
鎌
倉

時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
は
目
に
み
え
る
具
象
的
な
意
味
が
当
両
時
代
の
中
心

的
意
味
と
な
っ
て
い
る
。
両
国
語
を
比
較
す
れ
ば
、
両
者
の
顕
著
な
差
異
を
見

せ
て
く
る
。
特
に
、
中
国
文
献
の
「
気
分
」
の
原
義
と
思
わ
れ
る
一
の
意
味
は

平
安
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
但
し
一
方
r
大
日
本
国
法

華
経
験
記
」
の
「
聖
人
気
分
」
の
「
気
分
」
は
中
国
文
献
の
「
価
を
成
す
根
源

な
る
気
」
と
い
う
二
の
意
味
と
重
な
っ
て
、
そ
れ
を
受
容
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
心
的
意
味
と
な
る
具
象
的
意
味
に
対
し

て
、
そ
の
用
例
数
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
う
い
う
抽
象
的
意
味
が
周
辺
的

意
味
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
文
献
に
於
け
る
「
気
分
」
は
日
に
見
え
ず
、
抽
象

的
な
意
味
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
が
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
は

目
に
見
え
る
、
具
象
的
な
意
味
特
徴
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
比
較
で
、
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元
来
中
国
語
出
自
の
「
気
分
」
は
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
中
国
語
の
二
の

意
味
を
継
承
す
る
一
方
、
中
国
語
の
抽
象
的
な
意
味
か
ら
具
象
的
な
意
味
へ
の

変
化
が
発
生
す
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
具
象
的
な
意
味
が
中
心
的
意
味

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

で
は
、
何
故
中
国
語
の
「
気
分
」
は
日
本
文
献
に
伝
わ
っ
て
、
使
用
さ
れ
て

い
る
う
ち
に
意
味
変
化
が
生
じ
た
の
か
、
そ
れ
は
日
本
文
献
に
於
け
る
　
「
気
」

と
い
う
語
の
表
わ
す
意
味
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
即
ち

「
気
」
と
「
分
」
で
構
成
さ
れ
た
「
気
分
」
は
日
本
語
で
の
意
味
変
化
が
そ
の

前
部
要
素
の
「
気
」
に
よ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
文
献
に
於

け
る
「
気
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
「
昔
の
日
本
人
の
文
学
作
品
で
は
、
気
は
人

間
を
含
め
て
の
天
地
万
物
の
あ
ら
わ
れ
方
、
動
き
方
の
微
妙
さ
を
表
現
す
る
せ

こ
ろ
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
と
る
の
が
大
き
な
誤
り
が
な
く
て
よ
い
で
あ
ろ
且

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
日
本
文
献
の
「
気
」
は
人
間
も
含
め
て
の
天
地

万
物
が
現
れ
る
形
態
、
様
子
を
表
わ
す
と
い
う
具
象
的
な
意
味
特
徴
を
有
す
る

と
理
解
さ
れ
る
。
「
気
分
」
の
「
気
」
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
意
味
を
表
わ
す
の

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
右
の
考
察
で
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
文
献
に

受
容
さ
れ
た
「
気
分
」
が
中
撰
語
の
原
義
と
思
わ
れ
る
「
気
」
と
「
分
」
と
が

各
々
意
味
機
能
を
成
す
の
で
は
な
く
、
「
分
」
の
意
味
機
能
が
無
く
な
っ
て
、

只
「
気
」
の
み
の
意
味
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
平
安
鎌
倉

時
代
の
「
気
分
」
の
具
象
的
意
味
変
化
の
発
生
は
日
本
文
献
の
「
気
」
の
具
象

的
意
味
特
徴
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
日
本
文
献
の
人
間
を
も
含
め
て
の
天

地
万
物
の
形
態
、
様
子
を
示
す
と
い
う
具
象
的
意
味
特
徴
を
持
つ
「
気
」
は
決

し
て
日
本
文
献
の
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
本
は
中
国
語
に
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
夫
戦
勇
副
也
、
一
鼓
作
副
」
　
（
左
伸
荘
十
年
）
、
「
我

養
浩
然
之
剰
」
　
（
孟
子
公
孫
丑
上
）
、
「
湖
南
之
土
豪
副
不
除
」
（
貌
志
陳
登
付
し

と
あ
る
。
「
気
」
は
「
様
子
、
気
勢
」
等
を
示
す
具
象
的
意
味
と
し
て
用
い
ら

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
が
如
く
、
中
国

文
献
で
は
、
「
気
」
と
「
分
」
と
で
構
成
さ
れ
た
「
気
分
」
は
「
気
」
の
持
っ

て
い
る
具
象
的
意
味
を
取
ら
ず
に
、
「
気
」
の
多
義
性
を
限
定
し
て
、
只
「
人

間
を
含
め
て
の
万
物
を
形
成
せ
し
め
る
根
源
な
る
も
の
ー
気
」
と
い
う
一
意
味

の
み
を
反
映
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
「
気
分
」

は
中
国
語
の
意
味
を
受
容
し
た
上
で
、
中
国
語
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
、
中
国
語

か
ら
将
来
さ
れ
て
き
た
「
気
」
の
具
象
的
な
意
味
を
も
附
加
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
「
気
分
」
は
中
国
語
と
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
の

が
「
気
分
」
と
い
う
語
全
体
で
は
な
く
、
そ
の
前
部
要
素
の
「
気
」
と
い
う
一

字
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

八
、
む
す
び

以
上
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
気
分
」
を
巡
っ
て
考
察
を
施
し
て
み
た
。

明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
簡
単
に
縛
め
て
み
れ
ば
、
下
記
の
通
り
と
な
る
。
「
気

分
」
は
漢
語
と
い
う
素
姓
の
た
め
、
平
安
鎌
倉
時
代
で
は
和
化
漢
文
と
和
漢
混

清
文
に
の
み
出
現
し
、
仮
名
文
か
ら
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
使
用
上
の

文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。
亦
、
和
化
漢
文
と
和
漢
混
清
文
に
於
け

る
「
気
分
」
は
現
代
語
と
違
っ
て
、
具
象
的
な
意
味
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

現
代
語
の
「
気
分
」
の
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
が
「
心

ヽ地
」
と
い
う
和
語
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平
安
鎌
倉
時
代
に

於
い
て
は
、
「
気
分
」
の
「
人
間
の
生
理
的
情
緒
」
と
い
う
内
面
的
意
味
が
ま

だ
成
立
し
て
い
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
そ
の
意
味

l

こ

’

分
野
の
空
白
が
「
心
地
」
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
平
安
鎌
倉
時

代
に
於
け
る
「
気
分
」
は
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
の
抽
象
的
意
味
を
受
容
し

22



た
一
方
、
具
象
的
意
味
変
化
が
発
生
し
て
、
和
化
漢
語
と
な
る
。
そ
の
意
味
変

化
の
有
方
は
元
来
の
中
国
語
の
抽
象
的
意
味
か
ら
具
象
的
意
味
に
拡
大
し
た
と

み
ら
れ
る
。
日
本
語
に
将
来
さ
れ
て
き
た
漢
語
は
年
月
と
共
に
様
々
な
意
味
変

化
が
予
想
さ
れ
る
が
、
「
気
分
」
の
意
味
変
化
は
そ
の
一
類
型
と
成
り
得
る
の

で
は
な
い
か
。

最
後
に
、
今
後
資
料
を
増
や
し
て
、
「
気
分
」
の
意
味
変
化
の
時
代
、
要
因

等
を
究
明
す
る
の
に
努
め
た
い
。
更
に
、
「
気
分
」
と
類
義
関
係
を
成
す
と
思

わ
れ
る
「
気
色
」
　
「
気
配
」
と
の
意
味
関
係
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

（注）㈲
「
心
地
」
の
よ
み
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
r
延
慶
本
平
家
物
語
」
に
於
け
る

漢
字
表
記
譜
の
よ
み
と
意
味
に
つ
い
て

ー
「
心
地
」
を
中
心
に
－
」
　
（
r
国
文
学
致
」
1
2
7
号
所
収
）
参
照

①
峰
岸
明
君
r
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
し
（
昭
6
1
・
東
京
大
学
出

版
会
）

③
二
枝
博
音
「
日
本
文
学
に
お
け
る
「
気
」
の
研
究
」
（
「
文
学
J
2
6
－
1
0
昭
翌

検
索
文
献

川
中
国
文
献

A
組
文

楚
辞
、
毛
詩
（
蛤
悌
燕
京
学
杜
引
得
）
、
稗
康
集
（
稗
康
集
校
注
本
）
、
院
籍
集
（
院

籍
上
下
本
）
、
陸
機
詩
（
陸
士
衡
注
本
）
、
陶
淵
明
詩
文
索
引
（
堀
江
忠
道
編
）
、
謝
霊

運
詩
（
謝
康
楽
詩
注
本
）
、
謝
宜
城
詩
（
万
有
文
庫
本
）
、
全
漢
詩
索
引
（
松
浦
崇
編
）
、
王

巷
新
詠
索
引
（
小
尾
郊
一
・
高
志
典
夫
編
）
、
全
漢
三
国
晋
南
北
朝
詩
上
・
下
（
丁

補
保
編
）
、
張
籍
歌
詩
（
張
籍
詩
集
本
）
、
杜
詩
（
采
刻
本
）
、
棟
子
昂
詩
（
棟
子
昂
集

本
）
、
李
賀
詩
（
李
長
吉
歌
詩
四
巻
）
、
温
庭
筍
歌
詩
（
四
部
備
要
本
）
、
杜
牧
詩
（
契

川
詩
集
注
本
）
、
王
推
詩
（
血
栓
谷
本
）
、
李
白
歓
詩
（
膠
本
）
、
白
氏
文
集
歌
詩
索
引

（
平
岡
武
夫
‥
今
井
措
編
）
、
柳
宗
元
歌
集
（
末
世
綜
堂
本
）
、
孟
浩
然
詩
（
四
部
備

要
本
）
、
韓
愈
歌
詩
（
摩
杢
、
何
氏
歴
代
詩
話
（
英
文
博
主
編
）
、
漢
詩
大
観
（
井
田

書
店
）
B
散
文

論
語
引
得
・
孟
子
引
得
・
春
秋
経
伝
引
得
・
爾
稚
引
得
・
用
易
引
得
・
筍
子
引
得

・
墨
子
引
得
（
以
上
蛤
悌
燕
京
学
社
引
得
特
刊
）
、
禎
記
引
得
（
蛤
彿
燕
京
学
社
引

壁
、
管
子
引
得
（
小
文
研
究
資
料
中
心
研
究
資
料
黄
至
、
老
子
索
引
（
豊
島
陸
稲
）

荘
子
引
得
（
弘
道
文
化
事
業
有
限
公
司
編
）
、
国
語
索
引
（
東
方
文
化
学
院
京
都
研

究
所
編
）
、
列
子
索
引
（
山
口
義
男
福
一
、
儀
祀
・
左
倍
・
公
羊
博
・
穀
梁
博
（
以
上

十
三
経
注
疏
）
、
山
海
経
過
検
（
中
法
漢
学
研
究
所
）
、
尚
吾
（
和
畢
杢
、
戦
国
堅
土

祀
居
佑
宋
杢
、
論
衡
（
四
部
叢
刊
本
）
、
准
南
子
・
呂
氏
春
秋
（
四
部
叢
刊
本
）
潜

夫
論
（
四
部
僻
要
本
）
、
曹
捕
文
集
（
法
蘭
西
学
院
湊
学
研
究
所
一
、
史
記
索
引
・
漢

書
索
引
（
二
十
四
史
索
引
之
一
、
之
二
、
黄
福
蟹
福
）
、
後
漢
書
語
彙
集
成
上
・
中

・
下
一
藤
田
至
善
霜
）
、
三
国
志
及
斐
注
綜
合
引
得
（
吟
彿
燕
京
学
社
引
得
）
、
文
選
索
引

（
斯
波
六
郎
福
）
、
文
心
彫
龍
索
引
両
村
繁
編
）
、
貞
税
政
要
（
貞
観
政
要
定
本
）
、

宋
史
列
博
儒
林
巻
（
中
華
書
局
）
、
世
説
新
語
索
引
（
高
橋
清
福
）
、
朱
子
語
顆
口
語

括
彙
（
塩
見
邦
彦
編
）
、
資
治
通
鑑
（
山
名
本
）

C
漢
訳
彿
典

法
華
経
二
子
索
引
付
間
紹
二
軽
（
東
洋
哲
学
研
究
所
編
）
二
切
経
音
義
索
引
（
沼
本

克
明
・
池
田
詔
詔
・
原
卓
志
編
、
古
辞
書
音
義
集
成
1
9
）
、
大
正
新
作
大
蔵
経
索
引

D
そ
の
他

例
文
甜
府
（
王
雲
五
轡
、
辞
源
（
商
務
印
書
館
一
、
小
文
大
辞
典
（
中
国
文
化
研
究

所
出
版
）

㈲
日
本
文
献

I
奈
良
時
代
誇
文
献

古
京
遺
文
（
狩
谷
確
登
、
続
古
京
遺
文
（
山
田
孝
雄
・
香
取
秀
真
）
、
平
城
宮
木
簡

一
二
一
、
藤
原
宮
木
簡
、
寧
楽
遺
文
上
・
中
・
下
、
大
日
本
古
文
書
（
正
倉
院
古

文
書
（
丁
十
五
）
、
東
大
寺
文
至
、
法
華
義
疏
（
伝
聖
徳
太
子
至
、
万
葉
集
（
岩
波

日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
古
事
記
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
一
、
日
本
書
紀
（
岩
波
日
本
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古
典
文
学
大
系
）
、
懐
風
藻
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
風
土
記
漢
字
索
引
（
植

垣
節
也
編
）

Ⅲ
平
安
鎌
倉
時
代
語
文
献

A
仮
名
文

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
土
左
日
記
・
平
中
物
語
・
大
和
物
語
・
落
窪
物
語
・
枕

草
子
・
源
氏
物
語
・
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
夜
の
寝
覚
・
狭
衣
物
語
、

（
以
上
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
群
か
げ
ろ
ふ
日
記
索
引
妄
津
保
物
語
本

文
と
索
引
・
大
蛇
の
研
究
・
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
・
古
今
和
歌
集
・
後
撲
和
歌

集
・
拾
遺
和
歌
集
・
金
糞
和
歌
集
・
詞
花
和
歌
集
・
千
載
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌

集
・
新
勅
撰
和
歌
集
・
綿
古
今
和
歌
集
（
新
編
国
歌
大
観
第
一
巻
）

B
和
化
漢
文

文
革
秀
密
集
・
菅
家
文
革
・
菅
家
後
集
・
日
本
霊
異
記
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大

系
）
、
遍
照
発
揮
性
霊
集
・
江
都
督
納
言
願
文
集
（
六
地
蔵
寺
本
）
、
本
朝
文
粋
（
久

遠
寺
本
）
、
本
朝
続
文
集
・
朝
野
群
載
（
肺
榔
国
史
大
系
）
、
高
山
寺
本
表
白
集
（
高

山
寺
資
料
董
密
第
二
冊
）
、
凌
雲
集
・
経
国
集
・
．
郁
氏
文
集
・
田
氏
家
集
・
雑
言
奉

和
・
栗
田
左
府
尚
歯
会
詩
・
扶
桑
集
・
本
朝
酸
荘
・
江
吏
部
集
・
侍
臣
詩
合
・
殿

上
詩
合
・
本
朝
無
題
詩
・
法
性
関
白
集
（
以
上
、
群
書
類
従
第
六
輯
）
、
三
教
指
帰

（
天
理
図
譜
館
）
、
本
朝
文
集
（
㈱
晰
国
史
大
系
）

日
本
三
代
実
録
・
政
事
要
略
・
類
琴
二
代
格
・
弘
仁
格
・
律
令
・
令
義
解
・
延
召
式

・
延
＃
交
替
式
貞
観
交
替
式
・
廷
暦
交
替
式
・
令
集
解
・
日
本
妃
略
・
扶
桑
略
紀

・
百
錬
抄
（
以
上
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
御
堂
関
白
記
・
左
往
記
・
春
記
・
水
左
記
・
中
右

記
・
帥
記
・
後
二
條
師
通
記
‥
水
昌
記
・
長
秋
記
・
玉
糞
・
殿
磨
・
猪
猥
関
白
記

・
明
月
記
・
山
塊
記
・
勘
仲
記
・
康
富
記
・
台
記
・
兵
転
記
・
花
園
天
皇
震
記
・
伏
見
天

白
窟
記
（
以
上
大
日
杢
口
記
録
・
史
料
大
成
）
、
五
＝
要
輿
群
国
史
大
系
）
、
雲
州
往
来
董

研
究
と
索
引
・
本
文
研
究
編
、
和
泉
往
来
京
都
大
学
回
流
閻
垂
＝
）
、
甘
同
山

寺
本
古
往
来
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
、
東
山
往
来
・
菅
丞
相
往
来
・
釈
氏
往

来
・
十
二
月
往
来
・
貴
珂
問
答
・
尺
素
往
来
・
雑
筆
往
来
・
異
制
庭
訓
往
来
（
以

上
、
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
）
、
将
門
記
（
真
福
寺
本
・
勉
誠
杜
文
庫
1
2
1
）
、
玉
造
小

町
壮
裏
書
（
山
内
潤
三
・
木
村
成
・
柏
尾
武
編
輯
）
、
日
本
往
生
極
楽
記
・
大
日
本

国
法
華
経
験
記
・
続
本
朝
往
生
伝
・
本
朝
神
仙
伝
・
拾
遺
往
生
伝
・
後
拾
遺
往
生

伝
二
二
外
往
生
記
・
本
朝
新
値
往
生
伝
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
浦
島
子
伝
・
富

士
山
記
・
続
浦
島
子
伝
・
新
棟
楽
記
・
侃
佑
記
・
遊
女
記
・
狐
媚
記
・
暮
牢
記
（
以

上
、
群
書
類
従
第
六
輯
）

C
和
漢
混
流
文

今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
保
元
物
語
・
平
治
物
語
（
岩
波
日
本
古
典
文
学

大
系
）
、
発
心
集
（
発
心
集
本
文
自
立
語
索
引
・
高
尾
稔
・
長
嶋
正
久
・
滑
文
堂
）
、

海
道
記
（
尊
経
閣
文
庫
本
）
、
東
関
紀
行
（
東
関
紀
行
本
文
及
び
総
索
引
・
江
口
正

弘
監
修
・
笠
間
索
引
黄
吾
堅
、
廷
鰹
木
平
家
物
語
（
勉
誠
社
）
、
源
平
盛
衰
記
（
有

朋
堂
文
庫
本
）
、
沙
石
集
（
慶
長
十
年
古
活
字
本
・
勉
誠
社
）
、
古
本
説
話
集
（
古
本

説
話
集
総
索
引
・
山
内
洋
一
郎
・
風
間
書
房
）
、
打
開
集
（
打
開
集
の
研
究
と
総
索

引
・
東
辻
保
和
著
・
清
文
堂
）
、
十
訓
抄
（
十
訓
抄
本
文
と
索
引
・
泉
基
博
編
・
笠

間
書
院
）
、
三
宝
絵
詞
（
三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
・
馬
淵
和
夫
監
修
・
中
央
大
学
国

語
研
究
全
編
）
、
三
教
指
掃
注
（
三
教
指
拇
注
総
索
引
及
研
究
・
粟
島
裕
∵
小
林
芳

規
・
武
蔵
野
書
院
）
、
方
丈
記
（
大
福
光
寺
本
）
、
宝
物
集
（
雷
陵
部
戒
・
古
典
保
存

会
、
法
華
百
座
間
書
抄
（
法
華
百
座
間
書
抄
・
小
林
芳
規
編
・
武
蔵
野
書
院
）
閑

居
友
（
閑
居
友
本
文
及
び
総
索
引
・
峰
岸
明
・
王
朝
文
学
研
究
全
編
）
明
恵
上
人

夢
記
・
却
療
忘
記
・
光
言
句
義
拝
聴
集
記
（
明
恵
上
人
資
料
第
二
二
日
間
山
寺
資
料
叢

書
第
七
冊
・
東
京
大
学
出
版
会
）
・

（
注
、
引
得
、
索
引
に
依
っ
て
本
文
を
調
べ
た
）

〔
付
記
〕本
稿
は
、
平
成
二
年
度
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
箪
二
十
五
回
大
会
に
於

い
て
口
頭
で
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
、
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
席
上
、

貴
重
な
脚
助
言
を
賜
わ
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
亦
、
論
を
成
す
に
当
り
、
小
林
芳
規
先
生
、
室
山
敏
昭
先
生
に
は
終
始

暖
い
御
指
導
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
裏
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

－
　
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
　
－
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